
 
 

令和 7 年度第 2 回 協力病院連絡会議（報告） 

 
 

日時：令和 7 年 12 月 9 日（火） 

17:00-18：30 Zoom 会議 

 

出席者：森医学教育研修センター長 

清水卒後臨床研修センター長 

     上條副卒後臨床研修センター長 

     本藤卒後臨床研修センター教員 

外部委員：信州 SP 会 白澤和子代表 

参加者：教育協力病院および臨床研修関連の 35 病院 

 

 

清水卒後臨床研修センター長の挨拶により開会し、上條副卒後臨床研修センター長並びに森医学教育

研修センター長が進行を担当した。 

 

1.令和 7 年度「150 通りの選択肢からなる参加型臨床実習」受入と実績・・・資料№1 

資料に基づき説明があった。加えて、令和 8 年度 150 通り実習の改革を目的としたワーキングを開催

する旨の説明があった。ワーキングや来年度の臨床実習について、ご意見やご要望があれば連絡をいた

だきたい旨依頼があった。 

 

2.クリニカルクラークシップⅡにおける担当症例数について・・・資料№2 

資料に基づき、外来担当数が昨年よりも増加している旨説明があった。加えて、さらに学生自身が主体

的に声をあげられるような環境を作っていただきたい旨依頼があった。 

 

3.150 通り実習 第 1～第 2 タームの学生の感想について・・・資料№3 

資料に基づき説明があった。例年通り第１-3 タームまでの感想を集計した資料を改めて案内させてい

ただくこと、意欲的な学生の意見について今後の実習に役立てていただくよう説明があった。 

 

 

本会議後、参加した全病院からコメントをいただいた。挙げられた意見要望は以下の通り。 

 

【各病院からのコメントが下記に記載】 

 

・学生の意欲が非常に感じられる。研修医の先生方と切磋琢磨して実習を行っている。 

・150 通り実習の実習生はみんな真面目に取り組んでいる。 

・学生用のスペースを設けたため、そこでみんな和やかにすごしている。 

・コンスタントに実習生が来てくれて非常に嬉しいため、今後も実習生を一定数受け入れていきたいと考

えている。 

・最近の学生は礼儀正しく、指導しやすい。 

・学生のレポート提出が毎回ギリギリのため、もう少し段階を踏んで提出してほしい。 

・学生がアグレッシブで非常に良い刺激になっている。 

・他大学の学生とも切磋琢磨し、和気あいあいと実習に取り組んでいる。 

 

その後、外部委員としてご参加の信州 SP 会代表の白澤様より、「先生方の教育に対する熱心な姿勢に

は非常に感心していた。臨床実習後 OSCE では学生から予期しない質問がきて動揺した場面があった。

臨床実習前 OSCE でも、今までにないような質問がきて、時代の移り変わりを感じた。」との講評をいただ

いた。 

 

清水卒後臨床研修センター長の閉会の挨拶を以って閉会した。 

 

以上 


